
私たちは理想を実現する為に行動する！ 

    

 

原
竹
岩
海 

立
憲
民
主
党
公
認 

現場主義に徹します。 
〇みんなの声を県政に！〇行政不信に正面から取り組む！ 
〇現場に行って「見る・聴く・知る」そして訴えていく！ 

県政報告と日々の活動を配信中！ 🔎 原竹岩海 

   

WEBSITE 

見
え
る
県
政
！ 

あ
な
た
の
一
票
で
決
ま
る
選
挙
で
す 

み
ん
な
で
私
達
の
民
主
主
義
を
守
ろ
う
！ 

実
績
は
信
頼 

実
現
力
！ 

【プロフィール】 二日市東小・二日市中・東福岡高校・久留米大学商学部卒業

筑紫野市議３期・県議５期、福岡県議会第７７代副議長・厚生労働委員長・

水資源対策特別委員会委員長・文教委員会副委員長・日米議連会長 他歴任 

議会や県政で取組んだ課題 

●命の水がめ山神ダム上流域

の産廃問題に市民環境団体「産

廃連」会長として長年取り組む

●県の行財政改革と無駄な経

費の削減強化●鳥栖・筑紫野有

料道路の無料化の実現●冷水

有料道路の無料化の実現●筑

紫野市内の豪雨による河川氾

濫・がけ崩れ等自然災害対策の

取り組み●知事に商工会の重

要性を訴える!●大型パチンコ

店進出計画の阻止(美しが丘南)

●国の一方的なＪＡ改革の動

きの対応策●教育現場のいじ

め防止対策●職員の働き方改革

の取り組み●後期高齢者医療

制度問題対応策●労働者のア

スベスト問題対策   他多数 

郷土愛をもって県政の重責を担う！ 

政治家は勇気を出して議会壇上から社会正義を訴えるべき！ 

【推薦団体】連合福岡・筑紫野市商工会政治連盟・ 

農業者有志の会・地域産業を考える会(5団体) 他多数 

 

 

前
期
に
実
現
し
ま
し
た 

〇
高
尾
川
地
下
河
川
完
成 

〇
鷺
田
川
河
川
改
修
完
成 

〇
山
口
川
河
川
改
修
完
成 

〇
御
笠
地
区
法
面
崩
壊

改
修
工
事
完
成 

そ
の
他
、
豪
雨
災
害
な
ど

多
く
の
自
然
災
害
地
の
復
旧
と

復
興
に
努
力
し
ま
し
た
。 

 

豪
雨
災
害
対
策 

国
連
の
手
話
言
語
が
音
声

言
語
と
対
等
で
あ
る
こ
と
を

認
め
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

で
は
審
議
未
了
と
な
り
廃
案

と
な
り
ま
し
た
。
聴
覚
障
が
い

児
の
保
護
者
の
皆
様
か
ら
、
県

条
例
制
定
を
強
く
要
望
さ
れ
て

い
た
の
で
原
竹
岩
海
も
実
現
に

向
け
て
努
力
い
た
し
ま
し
た
。 

手
話
言
語
条
例
制
定 

☆
国
の
突
然
の
Ｊ
Ａ
改
悪
施

策
と
、
種
子
法
廃
止
問
題
の

深
刻
さ
を
訴
え
ま
す
。 

☆
水
道
民
営
化
と
漁
業
法
改
正

の
危
機
迫
る
問
題
を
訴
え
て

い
き
ま
す
。 

☆
若
い
世
帯
が
安
心
し
て
働
け

る
よ
う
不
妊
治
療
等
出
産
・
子

育
て
の
充
実
、
幼
児
保
育
所
の

拡
充
・
子
育
て
の
環
境
の
整
備

な
ど
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

☆
年
金
生
活
者
の
諸
物
価
の
急
騰

に
よ
る
生
活
苦
を
訴
え
ま
す
。 

☆
県
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
行

政
推
進
に
努
め
ま
す
。 

☆
小
・
中
・
高
等
学
校
で
の
い

じ
め
問
題
、
教
育
環
境
の

改
善
、
教
育
の
向
上
、
教
職

員
の
よ
り
良
き
働
き
方
改

革
の
推
進
に
努
力
い
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

☆
小
中
校
の
給
食
無
償
化
や
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
推
進
し
ま
す
。 

☆
環
境
問
題
・
人
権
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。 
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け 

い
わ 

 

み 



は
た
え
祐
介

ゆ
う
す
け

福
岡
県
議
会
議
員
候
補

自
民
党

３７歳

人にやさしいまちづくり 増加する独居への細やかな
支えや、介護・福祉サービスの充実、子どもを生み育
てやすい環境の整備や、時代を担う子どもたちが選択
肢を持って成長できる環境の充実に努めます。誰もが
生きていくうえで不安を感じないハード・ソフト面の
整備、誰一人取り残さない環境づくりに努めます。
      

社会にやさしいまちづくり 原油価格・物価高騰によ
る光熱費や食材費値上げの影響により、家庭や企業の
経営が厳しさを増しており、現場に足を運び確実に届
く支援策、所有者不明な土地や里道、共有管理地など
社会変化に伴う維持管理の整合に努めます。
       

環境にやさしいまちづくり 福岡県発信の「ワンヘル
ス」人と動物の健康と環境の健全性「人獣共通感染症」
の認識を広め、感染症への理解や取り組みを進める脱
炭素社会を目指し、再生可能エネルギーの活用など、
環境負荷や食糧問題などの課題に取り組む、持続可能
な社会に向けて努めます。
       

安全・安心なまちづくり 河川改修事業や水路の整備、
流域治水を推進し、防災・減災・県土強靭化を加速させ、
災害に強い地域づくり、歩道のバリアフリー化や白線
の整備、交通渋滞の抜本的解決などに努めます。
       

産業の振興・雇用の促進 地場産業の活性化は雇用や
税収をもたらす大きな役割があり、二日市温泉や歴史
的文化遺産を活かして、地域の活性化、継続雇用制度
が開始される中、希望される高齢者が地域で就労でき
る環境構築に努めます。

　 彼の決意を、確かな評価で送り出し、自信を持って
 大いに活躍させたい。私たち地域の明るい未来に向け
 て、力をお貸しください。
                            はたえ祐介応援団 一同 

お一人おひとりを大切に
　市議会議員２期８年間、皆さまには、温かく力強
くご支援をいただき、改めまして心より感謝を申し
上げます。
　これまでの活動で皆さまに教わったことを糧に、
人がひとを思いやる「絆」の深まる温かい筑紫野市
に向けて邁進いたします。
　急激に変化をする社会情勢に対し、「人や環境に
やさしい、持続可能な選ばれる筑紫野市、日本を牽
引する福岡県」を目指して、強い想いを持って立候
補を決意いたしました。不安や生き辛さを感じてい
る方々に幸せを実感していただけるように、誰ひと
　　　　　　り取り残さない社会の実現に向けて、
　　　　　　　 県政に正面から向き合い安心・安
　　　　　　　 全で即応できるまちづくりに全力
　　　　　　　 で取り組みます。

一歩一歩
はたえ 祐介

◆主な経歴 昭和６０年筑紫野市永岡に生まれる
筑紫小学校卒 ・ 筑山中学校卒 ・ 福岡農業高等学校卒
平成１６年　県立久留米筑水高等学校 講師 ( 実習助手 )
平成１７年　県立福岡農業高等学校〇 講師 ( 実習助手 )
平成１８年　父の他界により農業経営を担う
平成２６年　県立福岡農業高等学校 退職
平成２７年　筑紫野市議会議員 初当選
平成３１年　筑紫野市議会議員 ２期目当選
平成３１年　総務市民常任委員会 委員長

◆これまでの主な役職など
自民党筑紫野市支部青年局長 ・ＪＡ筑紫評議委員
筑紫野市商工会理事 ・ 筑紫野市消防団員
( 一社 ) つくし青年会議所副理事長

https://hatae.net

子どもに夢を 若者に希望を
高齢者に安心を 皆さまに笑顔を

本気の初挑戦 !!!

　　　　　　り取り残さない社会の実現に向けて、
　　　　　　　 県政に正面から向き合い安心・安
　　　　　　　 全で即応できるまちづくりに全力
　　　　　　　 で取り組みます。


